
平
成
十
九
年
九
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

三

四

号

い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
問
題
及
び
未
承
認
薬
剤
の
授
受
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

郡

和

子
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い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
問
題
及
び
未
承
認
薬
剤
の
授
受
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
九
年
六
月
十
三
日
付
郡
和
子
提
出
質
問
第
三
八
〇
号
「
い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
問
題
及
び
未
承
認
薬
剤
の
授
受
に
関
す

る
質
問
主
意
書
」
（
以
下
「
質
問
第
三
八
〇
号
」
と
い
う
）
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
六
月
二
十
二
日
付
内
閣
衆
質
一

六
六
第
三
八
〇
号
、
以
下
「
答
弁
書
第
三
八
〇
号
」
と
い
う
）
が
、
ま
た
平
成
十
九
年
六
月
二
十
五
日
付
郡
和
子
提
出
質
問
第

四
一
七
号
「
い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
問
題
及
び
未
承
認
薬
剤
の
授
受
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
」
（
以
下
「
質
問
第
四
一
七
号
」

と
い
う
）
に
対
し
て
、
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
七
月
三
日
付
内
閣
衆
質
一
六
六
第
四
一
七
号
、
以
下
「
答
弁
書
第
四
一
七
号
」

と
い
う
）
が
、
ま
た
平
成
十
九
年
八
月
八
日
付
郡
和
子
提
出
質
問
第
一
八
号
「
い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
問
題
及
び
未
承
認
薬
剤
の

授
受
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
以
下
「
質
問
第
一
八
号
」
と
い
う
）
に
対
し
て
、
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
八
月
十
五
日
付
内

閣
衆
質
一
六
七
第
一
八
号
、
以
下
「
答
弁
書
第
一
八
号
」
と
い
う
）
が
送
付
さ
れ
た
。

答
弁
書
第
三
八
〇
号
、
答
弁
書
第
四
一
七
号
に
お
い
て
、
「
い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
」
に
関
す
る
新
解
釈
と
み
ら
れ
る
見
解
が

示
さ
れ
、
医
療
現
場
の
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
懸
念
と
同
時
に
、
厚
生
労
働
省
の
対
応
の
不
公
平
性
が
疑
わ
れ
た
が
、
答
弁
書
第

一
八
号
に
お
い
て
は
、
既
に
承
認
さ
れ
た
医
薬
品
の
適
応
外
使
用
が
い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
に
あ
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
条
件

に
つ
い
て
、
こ
れ
以
前
の
答
弁
書
よ
り
は
明
確
な
考
え
方
が
示
さ
れ
、
医
療
現
場
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
内
容

一



を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
現
行
の
薬
事
法
体
系
に
つ
い
て
、
質
問
第
四
一
七
号
の
冒
頭
に
、
国
民
の
健
康
と
福
祉
を
守
る
効
果
を
持
つ
法
体

系
と
し
て
の
懸
念
を
記
し
た
が
、
答
弁
書
第
四
一
七
号
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
重
大
な
懸
念
は
答
弁
書
第
一
八
号
に
よ
っ
て
や

や
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
な
お
も
国
民
の
健
康
と
福
祉
を
守
る
効
果
を
持
つ
法
体
系
と
し
て
は
不
十
分
と
み
ら
れ
、
こ
の
点
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
不
正
に
関
与
し
た
者
が
厚
生
労
働
省
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
の
委
員
を
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
当
然
や
め
て
も
ら

う
、
と
い
う
川
崎
元
厚
生
労
働
大
臣
の
答
弁
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
正
が
疑
わ
れ
る
行
為
を
放
置
し
、
何
が
不
正
で
あ

り
、
何
を
も
っ
て
不
正
が
正
当
化
さ
れ
る
の
か
、
と
の
質
問
に
対
し
て
適
確
な
回
答
を
回
避
す
る
厚
生
労
働
省
の
姿
勢
は
ま
す

ま
す
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

前
回
の
質
問
第
一
八
号
提
出
の
後
に
開
催
さ
れ
た
「
臨
床
研
究
の
倫
理
指
針
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
で
は
、
臨
床
研
究
に

お
け
る
混
合
診
療
の
解
禁
が
要
望
さ
れ
、
同
委
員
会
で
は
、
質
問
第
一
八
号
に
述
べ
た
混
合
診
療
を
行
っ
た
こ
と
が
新
聞
報
道

さ
れ
た
医
療
機
関
の
総
長
が
委
員
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
折
し
も
本
年
九
月
十
八
日
付
朝
日
新
聞
で
は
、
新
た
な
厚
生
科
学

研
究
に
お
け
る
「
二
重
受
給
」
「
ト
ン
ネ
ル
寄
付
」
が
報
道
さ
れ
た
。

二



厚
生
労
働
省
が
こ
の
よ
う
な
状
況
を
放
置
し
て
い
て
は
、
国
民
の
信
頼
を
得
て
、
一
貫
性
の
あ
る
基
本
原
則
に
基
づ
き
、
患

者
・
臨
床
医
・
研
究
者
に
対
し
て
未
承
認
薬
を
利
用
す
る
機
会
を
公
平
に
提
供
し
、
か
つ
、
効
果
と
安
全
性
の
評
価
が
公
正
に

行
え
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
主
導
し
う
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
質
問
主
意
書
に
お
い
て
改
め
て
厚
生
労

働
省
の
基
本
的
な
考
え
方
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
」
に
つ
い
て

�

答
弁
書
第
一
八
号
「
一
の
�
に
つ
い
て
」
及
び
「
一
の
�
に
つ
い
て
」
は
、
ア
ス
ピ
リ
ン
の
一
次
予
防
投
与
は
、
メ
バ

ロ
チ
ン
の
よ
う
な
原
疾
患
へ
の
治
療
の
適
応
が
あ
る
場
合
の
予
防
目
的
を
伴
う
投
与
と
は
保
険
診
療
上
の
扱
い
が
異
な
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
尋
ね
る
。
質
問
第
四
一
七
号
の
一
の
�
に
お
け
る
「
予
防
的

投
与
と
、
こ
れ
と
一
連
の
診
療
の
過
程
に
お
い
て
行
わ
れ
る
薬
剤
の
保
険
診
療
と
し
て
の
治
療
的
投
与
は
、
併
用
し
て
よ

い
と
解
釈
で
き
る
か
」
と
の
質
問
に
、
答
弁
書
第
四
一
七
号
で
は
回
答
し
て
い
な
い
が
、
「
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医

療
養
担
当
規
則
」
（
以
下
「
療
担
規
則
」
と
い
う
。
）
の
第
五
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
に
違
反
し
な
い
限
り
、
併
用

し
て
よ
い
、
と
解
釈
し
て
よ
い
か
。

三



�

答
弁
書
第
一
八
号
「
一
の
�
に
つ
い
て
」
で
は
、
質
問
第
一
八
号
一
の
�
に
示
し
た
答
弁
書
第
四
一
七
号
「
一
の
�
に

つ
い
て
」
に
示
さ
れ
た
見
解
を
示
し
た
厚
生
労
働
省
の
文
書
は
存
在
し
な
い
、
と
回
答
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
�
基
本

的
に
単
な
る
予
防
を
目
的
と
し
た
薬
剤
の
投
与
に
つ
い
て
は
保
険
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
、
�
原
疾
患
の
重
篤
化
に
よ

り
、
合
併
症
に
罹
患
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
等
に
お
け
る
、
合
併
症
の
予
防
の
効
果
を
有
す
る
原
疾
患
に

対
す
る
治
療
が
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
予
防
的
投
与
は
保
険
診
療
に
含
ま
れ
る
、
と
い

う
二
つ
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
双
方
に
つ
い
て
見
解
を
示
し
た
文
書
は
存
在
し
な
い
と
い
う
意
味
か
。

�

右
�
の
�
「
合
併
症
に
罹
患
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
等
」
の
「
等
」
と
は
何
を
示
す
か
。
具
体
的
に
示

さ
れ
た
い
。

�

右
�
の
�
「
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
」
に
対
し
て
、
�
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
、
保
険
給
付
の
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
と
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

�

答
弁
書
第
一
八
号
「
一
の
�
に
つ
い
て
」
で
は
、
答
弁
書
第
三
八
〇
号
「
一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
」
で
具
体
的
に
述

べ
た
点
、
す
な
わ
ち
�
療
担
規
則
第
五
条
に
違
反
す
る
よ
う
な
患
者
負
担
に
よ
り
行
わ
な
い
、
�
ア
ス
ピ
リ
ン
の
本
来
的

な
薬
理
作
用
に
基
づ
く
適
応
外
使
用
で
あ
る
、
�
我
が
国
に
お
け
る
当
該
適
応
外
使
用
に
つ
い
て
、
薬
事
規
制
上
の
承
認
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が
な
さ
れ
て
い
る
国
が
存
在
す
る
、
と
の
条
件
に
対
し
て
、
�
ア
ス
ピ
リ
ン
が
我
が
国
の
薬
事
法
上
の
承
認
を
得
て
い

る
、
と
の
条
件
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
療
担
規
則
に
違
反
し
な
い
こ
と
の
判
断
根
拠
と
し
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
答
弁
書
第
三
八
〇
号
「
一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
」
に
示
さ
れ
る
「
〜
国
が
存
在
す
る
こ
と
等
」
の

「
等
」
に
は
、
ア
ス
ピ
リ
ン
の
一
次
予
防
投
与
に
関
す
る
臨
床
試
験
（
以
下
「
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
試
験
」
と
い
う
）
に
特
有
の
事

情
が
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
池
田
教
授
や
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
試
験
に
参
加
す
る
医
師
以
外
の
医
師
が
、
�
�
�
�
の
条
件
下

で
ア
ス
ピ
リ
ン
の
一
次
予
防
投
与
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
療
担
規
則
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
釈
で
き
る

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

�

答
弁
書
第
一
八
号
「
一
の
�
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
試
験
に
お
い
て
は
、
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養

担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
第
二
十
条
第
一
号
ホ
本
文
に
規
定
す
る
検
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
試
験
の
追
跡
調
査
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
、
保
険
診
療
と
し
て
行
っ
て
い
る
高
血
圧
症
、
高

脂
血
症
又
は
糖
尿
病
の
治
療
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
検
査
結
果
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
治
療
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
て
、
治
療
の
た
め
に
行
っ
た
検
査
結
果
を
、
保
険
診
療
に
お
い
て
す
で
に
取
得
さ
れ
た

デ
ー
タ
と
し
て
、
カ
ル
テ
調
査
や
後
ろ
向
き
研
究
な
ど
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
療
担
規
則
第
二
十
条
第
一
号
ホ
本
文
に

五



規
定
す
る
検
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
、
と
言
え
る
が
、
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
試
験
の
よ
う
な
前
向
き
の
介
入
研
究
に
お
い
て
同
様
の

解
釈
が
成
立
す
る
と
考
え
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
試
験
計
画
書
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
の
定
義
が
対
象
患
者
選
択
基
準
と
し
て
規
定
さ
れ
、
こ
の
基
準
に
適
合
す
る
対
象
患
者

が
選
択
さ
れ
る
。
「
危
険
因
子
の
管
理
目
標
」
に
お
い
て
も
、
定
義
さ
れ
た
方
法
で
「
管
理
を
行
う
。
」
と
規
定
さ
れ

る
。
「
追
跡
調
査
」
の
項
目
に
お
い
て
も
、
「
試
験
担
当
医
師
は
、
下
表
に
従
い
調
査
を
行
い
、
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
試
験
事
務
局

か
ら
の
連
絡
に
よ
り
�
年
に
�
回
、
調
査
結
果
を
Ｗ
ｅ
ｂ
（http://poppy.ac/j -ppp/

）
に
入
力
ま
た
は
所
定
の
追
跡

調
査
表
に
記
入
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
試
験
事
務
局
に
Ｆ
ａ
ｘ
で
送
付
す
る
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
試
験
計
画
書
に
規
定
さ
れ
る

検
査
は
、
試
験
の
対
象
と
さ
れ
な
い
患
者
に
も
行
わ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
保
険
診
療
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
研

究
の
目
的
に
従
っ
て
規
定
さ
れ
る
方
法
や
時
間
的
間
隔
で
検
査
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、
診
療
過
程
の
中
で
そ
の
都
度
、

医
師
と
患
者
の
間
で
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
と
き
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
試
験
計
画
書
に
規

定
さ
れ
る
検
査
は
、
研
究
の
目
的
の
み
か
ら
行
わ
れ
る
検
査
で
は
な
い
も
の
の
、
第
二
十
条
第
一
号
ホ
に
い
う
「
研
究
の

目
的
を
も
っ
て
」
行
う
検
査
で
あ
る
と
み
な
す
べ
き
で
あ
り
、
研
究
が
な
く
て
も
行
わ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
こ
と
か
ら
、

療
担
規
則
第
二
十
条
第
一
号
に
対
す
る
著
し
い
違
反
で
は
な
い
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。
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二

療
担
規
則
違
反
と
疑
わ
れ
る
行
為
の
調
査
に
つ
い
て

�

答
弁
書
第
一
八
号
「
二
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
現
在
、
そ
の
事
実
関
係
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
当
該
事
実
関
係
等
が
確
定
し
て
い
な
い
段
階
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
」
と
し
て
回
答
を
拒
否
し
て

い
る
が
、
質
問
第
一
八
号
二
の
�
で
は
、
調
査
中
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
の
で
は
な
く
、
新
聞
取
材
に
お
い

て
厚
生
労
働
省
は
「
不
正
請
求
に
あ
た
る
」
と
判
断
し
、
各
病
院
に
診
療
報
酬
の
返
還
を
求
め
、
悪
質
な
場
合
は
保
険
指

定
取
り
消
し
な
ど
の
処
分
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
、
と
報
道
さ
れ
る
よ
う
な
回
答
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
神
奈
川
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
の
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
五
月
十
日
の
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
「
不
正
請
求
に
あ
た
る
」
と

明
言
す
る
こ
と
を
避
け
、
答
弁
書
第
四
一
七
号
で
も
見
解
を
述
べ
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
事
実
と
の
、
判
断
の
差
異
に
つ

い
て
の
説
明
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
質
問
第
一
八
号
二
の
�
で
述
べ
た
、
未
承
認
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
た
手
術
（
以
下
、
「
未
承
認
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
聞
取
材
に
対
し
て
、
前
述
の
報
道
を

さ
れ
る
よ
う
な
回
答
を
し
て
差
し
支
え
な
い
と
の
判
断
が
あ
っ
て
回
答
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
判
断
と
、
神

奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
件
に
つ
い
て
明
言
を
避
け
る
べ
き
と
判
断
し
た
、
そ
の
判
断
の
差
異
に
つ
い
て
、
再
度
、
説

明
を
求
め
る
。
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�

質
問
第
一
八
号
二
の
�
に
対
し
て
も
、
前
述
の
答
弁
書
第
一
八
号
「
二
に
つ
い
て
」
で
合
わ
せ
て
回
答
を
拒
否
し
て
い

る
が
、
質
問
第
一
八
号
二
の
�
で
も
、
調
査
中
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
の
で
は
な
く
、
時
間
的
差
異
の
生
じ

る
理
由
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
表
で
き
な
い
事
実
関
係
に
は
触
れ
ず
に
、
時
間
的
差

異
の
生
じ
る
理
由
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
厚
生
労
働
委
員
会

で
の
質
問
や
国
会
議
員
か
ら
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
誠
意
あ
る
回
答
を
す
る
努
力
を
避
け
て
お
き
な
が
ら
、
神
奈
川
県

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
件
は
報
道
さ
れ
て
か
ら
二
年
近
く
放
置
す
る
一
方
で
、
未
承
認
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
件
に
つ
い
て
は
新

聞
取
材
に
対
し
「
不
正
請
求
に
あ
た
る
」
と
回
答
す
る
と
い
う
厚
生
労
働
省
の
恣
意
的
な
態
度
は
、
国
民
及
び
そ
の
代
表

た
る
国
会
議
員
を
愚
弄
し
、
平
成
十
八
年
五
月
十
日
の
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
件

で
の
質
問
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
国
民
を
扇
動
す
る
潜
在
的
な
危
険
性
を
内
包
す
る
と
考
え

る
。
国
民
の
意
思
を
代
表
す
る
国
会
議
員
の
質
問
に
対
し
て
は
、
新
聞
取
材
と
同
等
又
は
そ
れ
以
上
の
誠
意
を
も
っ
て
回

答
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。
改
め
て
尋
ね
る
が
、
前
述
の
時
間
的
差
異
に
つ
い
て
、
説
明
さ
れ
た
い
。

�

質
問
第
一
八
号
二
の
�
に
対
し
て
も
、
前
述
の
答
弁
書
第
一
八
号
「
二
に
つ
い
て
」
で
合
わ
せ
て
回
答
を
拒
否
し
て
い

る
が
、
質
問
第
一
八
号
二
の
�
で
も
、
調
査
中
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
般
論
と
し
て
、
現
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行
の
先
進
医
療
又
は
治
験
に
該
当
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
活
性
化
自
己
リ
ン
パ
球
移
入
療
法
と
い
う
厚
生
労
働
省
承
認

外
の
方
法
を
行
い
、
一
連
の
医
療
行
為
の
中
で
保
険
請
求
を
行
い
、
薬
剤
費
に
当
た
る
細
胞
調
整
関
連
費
用
を
患
者
に
負

担
さ
せ
る
と
い
う
行
為
は
、
療
担
規
則
に
違
反
す
る
と
い
え
る
か
、
と
尋
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
も

前
述
の
�
と
同
様
の
趣
旨
か
ら
、
誠
意
を
も
っ
て
回
答
さ
れ
た
い
。

三

既
承
認
薬
の
未
承
認
の
効
用
等
へ
の
使
用
と
薬
事
法
第
五
十
五
条
の
適
用
に
つ
い
て

�

答
弁
書
第
一
八
号
「
三
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者
が
製
造
販
売
の
承
認
を
受
け
た
効
能
、
効

果
、
用
法
及
び
用
量
（
以
下
「
効
能
等
」
と
い
う
。
）
以
外
の
効
能
等
に
着
目
し
て
使
用
さ
せ
る
目
的
で
医
薬
品
を
医
師

に
販
売
又
は
授
与
す
る
行
為
は
、
薬
事
法
第
五
十
五
条
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
回
答
は
、
質

問
第
一
八
号
の
「
製
造
販
売
業
者
側
に
、
医
師
に
承
認
外
の
効
能
等
に
「
使
わ
せ
る
」
意
図
が
あ
り
、
「
両
者
の
責
任
の

下
」
で
契
約
を
結
ん
だ
場
合
」
と
い
う
記
述
と
は
表
現
が
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
質
問
第
一
八
号
で
記
し
た
言
葉
の
通
り

の
状
況
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
と
解
釈
し
て
よ
い
か
。

�

右
�
と
同
様
に
、
「
製
造
販
売
業
者
側
に
、
医
師
に
承
認
外
の
効
能
等
に
「
使
わ
せ
る
」
意
図
」
が
あ
っ
て
医
師
に
授

与
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
書
面
に
よ
る
契
約
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
い
か
が
か
。
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四

不
正
又
は
不
正
を
疑
わ
せ
る
行
為
を
行
っ
た
も
の
が
厚
生
労
働
省
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
の
委
員
を
務
め
る
こ
と
の
適
切

性
に
つ
い
て

�

答
弁
書
第
一
八
号
「
四
の
�
、
�
及
び
�
に
つ
い
て
」
で
は
、
答
弁
書
第
四
一
七
号
「
六
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
」
の

内
容
は
、
池
田
委
員
に
「
治
験
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
に
参
画
い
た
だ
く
こ
と
は
問
題
な
い
と
す
る
理
由
と
し
て

述
べ
た
、
と
あ
る
。
こ
の
回
答
も
、
質
問
に
対
す
る
回
答
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
論
点
を
ず
ら
し
た
回
答
で
あ
る
。
繰
り
返

す
が
、
質
問
第
四
一
七
号
の
六
の
�
で
は
、
�
規
則
違
反
に
よ
り
利
益
を
得
た
後
で
規
則
の
解
釈
の
誤
り
を
認
め
た
こ

と
、
�
解
釈
の
誤
り
を
認
め
た
時
点
で
そ
れ
以
降
の
規
則
違
反
に
よ
る
金
銭
受
給
を
中
止
し
た
こ
と
、
�
未
使
用
分
の
返

還
を
申
し
出
た
こ
と
、
の
み
を
も
っ
て
、
質
問
第
三
八
〇
号
で
引
用
し
た
川
崎
前
厚
生
労
働
大
臣
の
国
会
答
弁
に
お
け
る

「
不
正
」
に
該
当
し
な
く
な
る
の
か
、
と
尋
ね
た
の
で
あ
る
が
、
答
弁
書
第
四
一
七
号
「
六
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
」
で

は
、
右
�
�
�
の
ほ
か
、
�
財
団
法
人
日
本
ワ
ッ
ク
ス
マ
ン
財
団
か
ら
の
助
成
金
は
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
と
は

使
途
が
区
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
�
同
補
助
金
の
使
途
に
つ
い
て
研
究
目
的
以
外
へ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
ず
補
助
対
象
経

費
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
を
、
池
田
教
授
が
「
治
験
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
に
参
画
す
る
こ
と
を
問
題

な
い
と
す
る
論
拠
と
し
て
追
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
質
問
第
一
八
号
四
の
�
で
は
、
右
�
〜
�
を
も
っ
て
、
川
崎
元
大

一
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臣
の
言
う
「
不
正
」
に
該
当
し
な
く
な
る
と
厚
生
労
働
省
は
判
断
し
た
、
と
解
釈
し
て
よ
い
か
、
と
尋
ね
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
答
弁
書
第
一
八
号
で
は
、
検
討
会
委
員
の
参
画
継
続
に
問
題
な
い
こ
と
の
論
拠
で
あ
る
と
回
答
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
は
、
川
崎
元
大
臣
の
「
不
正
に
関
与
し
た
人
は
や
め
て
も
ら
う
べ
き
」
と
す
る
考
え
を
否
定
す
る
の
で

な
い
限
り
、
右
�
〜
�
を
も
っ
て
、
厚
生
労
働
省
は
、
池
田
教
授
の
規
則
違
反
を
川
崎
元
大
臣
の
言
う
「
不
正
」
に
該
当

し
な
く
な
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

�

質
問
第
一
八
号
四
の
�
に
つ
い
て
も
、
右
�
と
同
様
の
理
由
か
ら
、
右
�
の
�
〜
�
の
事
実
が
あ
っ
て
も
不
正
に
あ
た

ら
な
い
と
厚
生
労
働
省
で
は
判
断
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
こ
と
か
ら
、
質
問
第
一
八
号
四
の
�
に
記
し
た
よ
う
に
、
解
釈

の
誤
り
に
よ
っ
て
規
則
違
反
を
し
た
こ
と
は
不
正
に
あ
た
ら
ず
、
規
則
違
反
に
よ
る
金
銭
受
給
を
中
止
す
れ
ば
受
給
し
既

に
使
用
し
た
分
は
返
還
す
る
必
要
が
な
く
、
未
使
用
分
の
返
還
を
申
し
出
た
が
実
際
に
返
還
し
て
い
な
く
と
も
不
正
に
あ

た
ら
な
い
と
厚
生
労
働
省
は
判
断
し
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
再
度
尋
ね
る
が
、
厚
生
労
働
省
は
そ
の
よ
う
な
考
え

方
で
あ
る
と
解
釈
し
て
よ
い
か
。

�

質
問
第
一
八
号
四
の
�
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
規
則
違
反
に
よ
っ
て
受
給
し
た
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
は
、
未

使
用
分
の
使
用
を
中
止
す
る
だ
け
で
な
く
、
既
に
使
用
し
た
分
の
全
額
の
返
還
を
求
め
る
の
が
当
然
と
考
え
る
。
と
こ
ろ

一
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が
厚
生
労
働
省
は
、
規
則
違
反
を
認
識
し
た
時
点
で
、
自
ら
当
該
補
助
金
の
使
用
を
中
止
し
、
未
使
用
分
の
返
還
を
申
し

出
て
い
る
こ
と
、
二
重
受
給
と
な
っ
た
財
団
法
人
日
本
ワ
ッ
ク
ス
マ
ン
財
団
か
ら
の
助
成
金
は
当
該
補
助
金
と
は
使
途
が

区
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
当
該
補
助
金
が
他
の
目
的
に
流
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
全
額
返
還
を
求
め
る

必
要
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
仮
に
意
図
し
て
規
則
違
反
を
し
た
者
が
、
規
則
違
反
を
認
識
し
て

い
な
か
っ
た
と
後
か
ら
抗
弁
し
、
多
額
の
公
的
補
助
金
を
使
用
し
た
後
に
、
誤
り
を
認
め
た
と
述
べ
、
既
に
使
用
し
た
多

額
の
公
的
補
助
金
を
返
還
せ
ず
、
未
使
用
分
の
み
返
還
す
る
と
述
べ
る
だ
け
で
、
未
使
用
分
に
つ
い
て
実
際
に
返
還
が
な

さ
れ
な
く
て
も
、
厚
生
労
働
省
は
規
則
違
反
を
不
正
と
認
め
ず
、
規
則
違
反
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
既
に
使
用
さ
れ
た
多
額

の
公
的
補
助
金
の
使
用
を
許
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
規
則
違
反
を
し
た
者
の
、
抗
弁
の
み
を
も
っ
て
、
規

則
違
反
に
よ
っ
て
既
に
得
た
利
益
の
返
還
を
求
め
な
い
こ
と
は
、
納
税
者
た
る
国
民
の
信
頼
を
著
し
く
損
な
わ
せ
る
と
考

え
る
が
、
厚
生
労
働
省
は
そ
の
よ
う
な
考
え
方
で
あ
る
と
解
釈
し
て
よ
い
か
。

�

答
弁
書
第
一
八
号
「
四
の
�
に
つ
い
て
」
で
は
、
財
団
法
人
日
本
ワ
ッ
ク
ス
マ
ン
財
団
か
ら
の
助
成
金
が
、
研
究
参
加

者
募
集
の
た
め
の
広
告
経
費
、
研
究
協
力
機
関
へ
の
謝
礼
等
の
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
経

費
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
補
助
金
対
象
外
の
経
費
を
使
途
と
す
る
二
重
受
給
は

一
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規
則
違
反
の
度
合
い
が
軽
く
な
る
と
い
う
解
釈
を
示
す
の
か
。

�

答
弁
書
第
一
八
号
「
四
の
�
に
つ
い
て
」
で
は
、
二
重
受
給
の
場
合
に
、
右
四
の
�
に
記
し
た
�
厚
生
科
学
研
究
費
補

助
金
と
使
途
が
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
�
厚
生
科
学
研
究
費
の
目
的
外
の
流
用
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、
二
重
受
給
と
い

う
規
則
違
反
が
不
正
に
あ
た
ら
な
く
な
る
こ
と
の
追
加
的
な
論
拠
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
�
に
つ
い
て
は
、
使
途
が

区
別
さ
れ
て
い
れ
ば
二
重
受
給
は
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
合
わ
せ
て
�
�
�
�
の
条
件
が

揃
っ
た
場
合
に
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
意
味
か
。

�

右
�
厚
生
科
学
研
究
費
の
目
的
外
の
流
用
が
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
二
重
受
給
の
不
当
性
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う

論
理
は
、
殺
人
を
犯
し
た
者
が
、
盗
み
を
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
殺
人
の
罪
が
軽
く
な
る
、
と
述
べ
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
流
用
は
、
そ
れ
自
体
が
規
則
違
反
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
二
重
受
給
と
は
関
係
の
な
い

規
則
違
反
が
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
二
重
受
給
の
規
則
違
反
が
不
正
に
あ
た
ら
な
い
と
す
る
こ
と
の
根
拠
に
加
え
て

は
な
ら
な
い
。
厚
生
労
働
省
が
、
二
重
受
給
の
規
則
違
反
が
不
正
に
あ
た
ら
な
い
と
判
断
す
る
根
拠
に
補
助
金
の
目
的
外

流
用
が
な
か
っ
た
と
い
う
論
点
を
追
加
す
る
こ
と
に
正
当
性
が
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
論
拠
を
説
明
さ
れ
た
い
。

�

答
弁
書
第
一
八
号
「
四
の
�
に
つ
い
て
」
で
は
、
目
的
外
流
用
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、
大
学
の
経
理
事
務
担
当
者
に
対
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し
、
補
助
金
の
使
用
の
内
訳
に
つ
い
て
確
認
し
た
、
と
あ
る
。
こ
の
確
認
は
、
電
話
、
面
談
等
に
よ
っ
て
口
頭
で
行
っ
た

の
か
、
補
助
金
使
用
内
訳
を
示
す
領
収
書
等
の
原
資
料
で
行
っ
た
の
か
。

�

通
常
、
公
的
補
助
金
の
流
用
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
大
学
の
経
理
事
務
担
当
者
が
把
握
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
補

助
金
を
受
け
た
研
究
者
が
、
研
究
室
秘
書
や
事
務
担
当
者
に
領
収
書
等
の
偽
造
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
先
例
を
、
厚
生
労
働
省
で
は
過
去
に
行
っ
た
監
査
等
か
ら
承
知
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
た
め
目
的
外

流
用
が
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
は
原
資
料
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
厚
生
労
働
省
は
承
知
し
て
い
る
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

�

答
弁
書
第
一
八
号
「
四
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
」
の
回
答
も
、
右
、
二
の
�
、
�
及
び
�
、
並
び
に
右
、
四
の
�
、

�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
と
同
様
の
理
由
か
ら
、
極
め
て
不
誠
実
で
あ
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
、
国
会
質
問
で

疑
義
が
提
示
さ
れ
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
、
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
拒
否
す
る
態
度
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
未
承
認
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
つ
い
て
不
正
請
求
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
の
総
長
で
あ
る

北
村
惣
一
郎
氏
は
、
質
問
第
一
八
号
の
四
の
�
に
記
し
た
よ
う
に
、
厚
生
労
働
省
「
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
医
療
機
器
等
の

早
期
導
入
に
関
す
る
検
討
会
」
の
座
長
を
務
め
、
臨
床
研
究
に
お
け
る
未
承
認
医
療
機
器
の
取
扱
い
見
直
し
を
厚
生
労
働

一
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省
に
求
め
る
発
言
を
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
六
日
読
売
新
聞
大
阪
版
夕
刊
報
道
で
は
、
内
部
委
員
会
・
倫
理

委
員
会
で
全
額
研
究
費
と
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
研
究
費
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
不
正
請
求
を
行
わ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
と
す
る
副
院
長
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
部
委
員
会
の
意
見
に
基
づ
き
実
施
に
了
承
を
与
え
る
施

設
長
で
あ
る
北
村
氏
は
、
不
正
請
求
を
承
知
し
て
い
な
が
ら
黙
認
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
質
問
第
一
八
号
の

四
の
�
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
「
先
進
医
療
専
門
家
会
議
」
「
「
臨
床
的
な
使
用
確
認
試
験
」
に
関
す
る
検
討
会
」
な

ど
、
未
承
認
の
医
薬
品
・
医
療
機
器
・
手
術
方
法
等
の
取
扱
い
に
関
わ
る
委
員
会
の
委
員
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
年

八
月
十
七
日
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
た
「
臨
床
研
究
の
倫
理
指
針
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
に
お
い
て
も
委
員
に
選
任
さ

れ
て
い
る
。
同
委
員
会
で
は
、
未
承
認
の
医
薬
品
を
用
い
る
臨
床
研
究
に
お
け
る
保
険
併
用
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
い
ず
れ
の
委
員
会
に
お
い
て
も
、
不
正
を
不
正
と
知
り
な
が
ら
自
ら
の
施
設
の
利
益
の
た
め
に
放
置
し
て
い
る
よ
う
な

人
物
が
座
長
・
委
員
を
務
め
て
い
る
よ
う
で
は
、
公
平
・
公
正
な
判
断
が
な
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、

第
一
に
、
「
先
進
医
療
専
門
家
会
議
」
「
「
臨
床
的
な
使
用
確
認
試
験
」
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
は
、
特
定
の
医

薬
品
・
医
療
機
器
の
製
造
販
売
業
者
を
不
公
正
に
優
遇
す
る
潜
在
的
な
危
険
性
が
常
に
伴
う
。
第
二
に
、
「
臨
床
研
究
の

倫
理
指
針
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
に
お
い
て
は
、
国
会
審
議
を
回
避
し
た
ま
ま
、
明
確
な
制
度
整
備
に
つ
い
て
の
国
民
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的
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
な
く
、
一
部
の
研
究
者
の
要
望
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
混
合
診
療
を
安
易
に
解
禁
す
る
方
向
へ

と
議
論
が
誘
導
さ
れ
る
危
険
性
が
伴
う
。
右
、
第
一
、
第
二
の
危
険
性
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
は
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ

て
い
る
か
。

��

右
�
の
末
尾
に
記
し
た
第
一
、
第
二
の
理
由
か
ら
、
川
崎
元
厚
生
労
働
大
臣
の
発
言
の
趣
旨
に
沿
う
な
ら
ば
、
不
正
に

関
与
し
た
と
疑
わ
れ
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
が
確
定
し
な
い
段
階
で
は
「
解
任
」
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
事

実
関
係
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
は
、
出
席
し
審
議
に
参
加
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

右
質
問
す
る
。
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